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水銀廃棄物の
適正処理を承ります
廃棄物処理業者の皆様より、⽔銀廃
棄物を承り適正処理を⾏います。
お取引先から排出された⽔銀廃棄物
の処分に是⾮ご活⽤下さい。

水 俣 条 約 が 発 効 と な り ま し た

ランプ類

血圧計・体温計・温度計

機器・部品
⽔銀廃棄物の許可のある⾃社の積替保管施
設を使⽤し、野村興産（株）イトムカ鉱業
所へ収集運搬を⾏い処理・処分を⾏います。

株式会社万⼒は、野村興産（株）リサ
イクルネットワークの幹事会社です。

⽔銀廃棄物でお困りの⽅がいらっしゃいましたら是⾮弊社をご紹介ください。
水銀汚染物代表取締役 渡部⾼⼤

⽔銀廃棄物の例

バッテリー

金属水銀・薬品類

農薬・医薬品

株式会社 万⼒（バンリキ）
代表取締役 渡部⾼⼤

本社︓埼⽟県上尾市⼤字⼩敷⾕711-6
仙台⽀店（積替保管施設）︓宮城県仙台市宮城野区港4-12-9
電話 022-786-6026 FAX 022-786-6027
http://www.banriki.com または、「万⼒ ⽔銀」で検索

30年以上
水銀廃棄物を取
扱っています

自然環境に負荷をかけないことが、
「人類」と「自然」の共生へとつながる。

〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央3-2-1 青葉通プラザ10F
TEL 022-223-6011（代） 　FAX 022-223-6098

本　　社

〒989-3212 宮城県仙台市青葉区芋沢字青野木 109-1
TEL 022-302-5171 　FAX 022-302-5172

最終処分場
（管理型）

W200×H143

http://japanclean.com/

〒374-0042 群馬県館林市近藤町712-1（館林近藤工業団地）
TEL 0276-74-3701 　FAX 0276-74-3745

中間処理施設
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伊豆沼（登米市）
　伊豆沼は宮城県北部に位置し、面積387haで沼の東に登米市、西に栗原市にまたがっています。
渡り鳥の飛来地として知られ、飛来する鳥類はハクチョウとガンが代表的で、マガンは日本に飛
来する鳥の約８割が渡ってきます。

表紙「産廃みやぎ」は初代会長　渡邉敬一氏の揮毫によるものです。
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挨 拶

一般社団法人　宮城県産業資源循環協会　　
会　長　　鈴　木　　　昇　

　新年明けましておめでとうございます。謹んでお慶び申し上げますと共に、本協会の業務
運営につきまして、日頃より特段のご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年も世界的にまん延した新型コロナウイルス感染症により、国内及び県内においても多
数の感染者が確認され、９月30日に解除されましたが、本県もまん延防止等重点措置の対象
地域になりました。一日でも早く収束し、元の安心した生活が取り戻せるよう願うものであ
ります。
　現在、本協会の正会員数は278社（令和４年１月１日現在）を擁し、協会設立当初から産
業廃棄物の適正処理を推進し、産業の健全な発展、生活環境の保全や公衆衛生の向上を図り、
県民の健康で快適な生活の確保等に寄与することを目的として各種事業を展開しております。
　皆様もご承知のように、産業廃棄物処理業界においても、不適正処理や労働災害が発生し
ています。このような状況の中、本協会といたしましても、宮城県をはじめとする関係機関
との連携のもと、持続可能な資源循環型社会形成を目指した３Ｒの推進と共に、不適正処理
の未然防止やその啓発等に取組み、安全で安心な産業廃棄物の適正処理や循環資源としての
利用の促進、労働災害等の事故防止のための労働安全衛生活動の推進に努め、業界のイメー
ジアップや発展を図って参ります。
　昨今、毎年のように豪雨や台風、地震等による自然災害が発生しています。本協会は宮城
県と「災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定書」を既に締結し、会員には「災害
廃棄物処理等実施対応マニュアル」を配付させていただいており、地域の経済や社会活動を
持続的に発展させるためには、災害廃棄物処理をはじめ、私達の生業である資源循環産業の
役割が一層重要となっております。
　また、令和５年には、本協会法人化30年周年を迎え、記念事業を予定しており、引き続き、
会員はもとより、業界一丸となって県民の皆様のご理解とご協力のもと、今後も産業廃棄物
の適正処理と資源循環社会形成などの推進に寄与して参ります。
　全国産業資源循環連合会が提案している「産業資源の循環的な利用を促進するための産業
廃棄物処理産業の振興に関する法律案（振興法案）」制定が経営基盤の安定への貢献が期待
されています。
　コロナ禍がやや収束しつつあり、各種研修会や講習会等の開催、各支部が実施する不法投
棄物回収や不法投棄防止パトロールなどの公益的な事業活動への積極的な参加を促すととも
に、本協会の各委員会や部会等において諸課題の解決等に向け、活発な議論が行われており、
会員皆様のご協力のもと、地域の生活環境の保全と公衆衛生の向上に努めて参ります。
会員の皆様をはじめ、関係各位のより一層のご活躍とご多幸を祈念いたしますとともに、本
協会へのなお一層のご支援とご協力をお願い申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

年頭にあたって
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宮城県知事　　　　　　　
村　井　嘉　浩　

　明けましておめでとうございます。新しい年を迎えるに当たり、県民の皆様の御健勝と御
多幸を心からお祈り申し上げます。
　貴協会におかれましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響が県内に広が
る中においても、適正な産業廃棄物の処理の推進に御尽力いただき、心から感謝申し上げます。
　昨秋に行われた知事選挙において、私は県民の皆様の御支持をいただき、引き続き県政運
営を担わせていただくことになりました。５期目の責任の重さを痛感しているところであり
ますが、県民の皆様の負託に応えるため、県政の様々な課題に全力を尽くして取り組んでま
いります。
　昨年は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、県内では、宮城ス
タジアムにおいてサッカー競技が行われました。また、宮城県ゆかりの選手の活躍も光り、
県民に大きな感動と希望を与えてくれました。さらに、全国豊かな海づくり大会が本県で初
めて開催され、天皇皇后両陛下にオンラインで御臨席賜りました。これらの大きな大会を通
じて、東日本大震災から10年を経て復興した宮城の姿を広く発信することができました。
　一昨年から猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症については、感染拡大防止に向
けた外出自粛や休業要請等に伴う消費の低迷、観光客の減少などにより、地域経済をはじめ
とした幅広い分野が影響を受けましたが、感染拡大防止の切り札とも言えるワクチンについ
ては、接種を希望する多くの県民の皆様に２回の接種を終えていただくことができました。
　今年は、新たな県政運営の指針である「新・宮城の将来ビジョン」の２年目に入ります。
昨年に引き続き、市町村やＮＰＯ、企業など多様な主体と連携・協働しながら、新型コロナ
ウイルス感染症対策と復興完了に向けた施策に力を入れるとともに、「新・宮城の将来ビジョ
ン」に基づく取組を着実に推進してまいります。特に、あらゆる分野でデジタル技術を最大
限に活用しながら、県民サービスの向上や県内産業の活性化等を図るとともに、若者の県内
定着や子ども・子育てを社会全体で支える環境整備、外国人材の受入促進に重点的に取り組
んでまいります。
　また、令和４年は県制150周年の節目の年でもあります。宮城県は誕生から150年という歴
史の中で、数々の災害や困難を乗り越えながら歩みを進めてまいりました。私たちにはこれ
をさらに発展させ、引き継いでいく使命があるものと考えています。県民の皆様一人一人が、
地域の歴史や魅力を探求しながら郷土への愛着を深め、明るい未来を展望することができる
よう、多様な主体による魅力ある地域づくりを進めるとともに、安全で恵み豊かな県土の中
で、幸福を実感し、いつまでも安心して暮らせる宮城を目指して取り組んでまいりますので、
今後とも御理解と御協力をお願い申し上げます。

県制150周年を迎え

郷土への愛着をはぐくみ
　　活力あふれる明るいみやぎへ
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仙台市長　　　　　　　
郡　　　和　子　

　新年、あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、健やかに新春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。また、平素より環境分野をはじめ、市政各般にわたり、ご理
解、ご支援いただいておりますことに改めて御礼申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症は、ワクチン接種が進む一方で、変異株の影響により依然とし
て終息が見えない状況が続いており、私達の生活に多大なる影響を及ぼしております。その
ような中、廃棄物処理業務は人々の生活や事業活動を維持する上で欠かせないものであり、
日々、感染リスクと闘いながら従事されている方々に深く敬意を表するものでございます。
　さて、本市は市域の約８割がみどりに覆われ、豊かな自然と都市機能が調和した「杜の都」
として、古くから市民より親しまれてきました。昨年３月には、東日本大震災から10年の節
目を迎え、復興後の未来に向け、新たな一歩を踏み出したところです。環境を守り、自然と
共生する災害に強いまちづくりを目指して取り組んできたこれまでの知見を活かしながら、
「防災環境都市・仙台」として、環境分野における取り組みを、さらに加速してまいりたい
と考えております。
　特に、世界的に喫緊の課題となっている地球温暖化対策やプラスチックごみ問題につきま
しては、今年度を始期とする新たな「杜の都環境プラン」の柱に「脱炭素都市づくり」と「資
源循環都市づくり」を掲げ、重点的に取り組みを進めております。
　「脱炭素都市」の実現に向けましては、事業者を対象とした「温室効果ガス削減アクショ
ンプログラム」において、専門家による訪問助言や省エネ・再エネ設備の導入支援等を継続
実施するとともに、参加事業者のさらなる拡充を図り、事業活動に伴う温室効果ガス排出量
の削減を図ってまいります。また、本市独自の基準による環境配慮型の建築物「グリーンビ
ルディング」の整備を促進等により、地域脱炭素の実現を目指してまいります。
　「資源循環都市」に向けましては、プラスチック資源循環促進法の施行に先立ち、昨年度
来、製品プラスチックリサイクル実証事業を実施してきたところですが、法施行を踏まえ、
製品プラスチックと容器包装の一括回収・リサイクルを早期に本格実施し、家庭から排出さ
れるプラスチックごみの全量リサイクルを目指します。加えて、飲料メーカー等と連携し、
使用済みペットボトル約1億本を水平リサイクルする取り組みを今年4月から新たに開始する
予定としており、市域内でのプラスチック資源の循環利用を推進してまいります。
　末尾となりましたが、貴協会と加盟企業の皆様のますますのご繁栄とご多幸を心より祈念
申し上げ、新年のご挨拶といたします。

「防災環境都市・仙台」を目指して
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公益社団法人　全国産業資源循環連合会　　
会　長　　永　井　良　一　

　明けましておめでとうございます。旧年中は、当連合会の諸事業に対し、皆様の多大なる
ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、一昨年に続き新型コロナウイルス感染症が問題となった一年でありました。コロ
ナ禍の中で開催された東京オリンピック・パラリンピックは、世界中の人々の記憶に残る歴
史的なイベントとなりました。
　一方、予防ワクチンの接種人口が増加したためか、10月に入りコロナウイルス感染症の新
規感染者数が激減し、緊急事態措置等が全国的に解除されました。
　その後、同月に行われた総選挙を経て、「新しい資本主義の実現」を掲げる第２次岸田内
閣が発足しました。今後はコロナ感染の拡大に警戒しつつ、新政権による早期の経済対策の
進展に期待したいところです。
　さて、昨年を振り返り、当業界の将来に大きな影響を与えそうなトピックスを２点述べた
いと思います。
　１点目は「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」です。昨年６月に公布、
本年４月の施行が予定されている同法は、従来のリサイクル法とは趣が異なり、広汎な製品
に素材として利用されているプラスチックに着目し、製品設計段階からの拡大生産者責任
（EPR）の考え方を反映したものとなっています。
　２点目は、いわゆる脱炭素の動向です。国際的には昨年10月31日から11月13日まで英国・
グラスゴーにおいてCOP26が開催されましたが、当業界の関係におきましても、環境省の
中央環境審議会循環型社会部会が「廃棄物・資源循環分野における温室効果ガス排出実質ゼ
ロに向けた中長期シナリオ」の検討に着手されています。
　以上のトピックスは、一方はプラスチックの資源循環、もう一方は脱炭素で異なる課題に
見えるかもしれません。しかし、廃プラの資源循環等を担う産廃処理の観点からは、例えば
熱利用を伴わない焼却処理の廃止等という社会的な要請の方向性が見えてまいります。
　当業界がこの社会的な要請に応えるためには、産廃処理業の成長と底上げによって業の振
興を図りつつ、廃棄物から資源・エネルギーをつくり出す産業へと展開していくことが重要
です。また、資源循環の事業を展開していくには、その事業に従事する人材の育成・確保も
大切です。
　当連合会は、本年もそれらに関係する課題への対応や、近年特に増加傾向にある労働災害
の防止体制の強化等にも取り組んでいきます。皆様の尚一層のご指導、ご鞭撻を頂戴できれ
ば幸に存じます。
　本年が皆様にとりまして、健やかな一年となりますようにお祈り致しまして、新年の挨拶
とさせていただきます。

令和４年年頭所感
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行政ニュース



（7）



（8）



（9）



（10）

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律案の
閣議決定について

　「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」は、令和３年３月９日に閣議決定
され、令和４年４月１日に施行される予定です。
　海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応を契
機として、国内におけるプラスチックの資源循環を一層促進する重要性が高まっています。
　この法律案は、製品の設計からプラスチック廃棄物の処理までに関わるあらゆる主体にお
けるプラスチック資源循環等の取組（3R+Renewable）を促進するための措置を講じようと
するものです。

（環境省HP　https://www.env.go.jp/press/109195.html）
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３
,
０

０
０

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

の
土

地
へ

土
砂

等
の

埋
立

て
等

を

行
う
時
は
，
宮
城
県
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

土
砂

等
の
埋

立
て

等
の

規
制

に
関

す
る

土
砂

等
の
埋

立
て

等
の

規
制

に
関

す
る

条
例

土
砂

条
例
の

お
問

合
せ
先

宮
城
県
土
砂
条
例

土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
制
度

■
土

砂
等

の
埋
立

て
等

の
行

為
に
対

す
る

許
可

制
度
の

採
用

■
土

砂
等

の
埋
立

て
等

に
関

す
る
基

準
の

明
確

化

■
違

反
行

為
に
対

す
る

行
政

処
分
及

び
罰

則
の

規
定

■
危

険
な

埋
立
て

等
に

対
す

る
土
砂

等
搬

入
禁

止
区
域

の
指

定

条 例 のの 概 要

宮
城
県
で
は
，
土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
を
図
り
，
県
民
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
，

令
和

元
年
１
２

月
に

「
土

砂
等
の
埋

立
て

等
の

規
制
に
関

す
る

条
例

」
を
制
定
し
ま
し
た
。

宮
城
県

宮
城
県

j
u
n
k
a
n
f
@
p
r
e
f
.
m
i
y
a
g
i
.
l
g
.
j
p

📨📨📨📨
0
2
2
-
2
1
1
-
2
4
6
7

☎

土
砂

等
の

埋
立

て
等

（
盛

土
，

埋
立

て
，

堆
積

）
※
切

土
(
掘
削

)
含
ま

ず

○
目
的

【
第

１
条

】

土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
を
図
り
，
県
民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

○
責
務

【
第

３
条

～
第

６
条

】

土
砂

等
の

埋
立

て
等

を
行

う
者

土
地

の
所

有
者

土
砂

等
を

発
生

さ
せ

る
者

県

・
災
害
発
生
の
防
止
の

た
め
の
必
要
な
措
置

・
土
地
の
適
正
な
管
理

・
土
砂
の
発
生
抑
制
，

利
用
促
進

・
埋
立
て
者
へ
の
協
力

・
災
害
発
生
の
防
止
の

た
め
の
施
策
の
推
進

・
市
町
村
へ
の
協
力

○
許
可
制
度

【
第

７
条

～
２

２
条

，
第

２
９

条
，

第
３

２
条

～
３

３
条

，
第

３
５

～
３

７
条

】

○
土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定

【
第

２
３

条
～

第
２

５
条

，
第

３
４

条
，

第
３

７
条

】

３
,
０
０

０
㎡

以
上

３
,
０
０

０
㎡

未
満

許
 
可

【
第

７
条

】

【
適

用
除

外
】

・
同
一
区
域
内
の
土
砂
等
を
用
い
る
埋
立
て
等

・
県
等
が
発
注
し
，
又
は
自
ら
行
う
埋
立
て
等

・
他
法
令
等
の
許
認
可
等
に
基
づ
く
埋
立
て
等

・
災
害
対
応
の
た
め
の
埋
立
て
等

他

許
可

不
要

無
許

可
の

埋
立

て
等

許
可

申
請

許
可

手
続

き

埋
立

て
等

完
　

　
了

 災
害

発
生

の
お

そ
れ

の
あ

る
埋

立
て

等

 許
可

基
準

を
満

た
さ

な
い

埋
立

て
等

　
 他

・
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
継
続
に
よ
っ
て
人
の
生
命
，
身
体
又
は

財
産
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定
，
指
定
場
所
へ
の
搬
入
禁
止

・
指
定
の
公
示

・
土
地
所
有
者
の
同
意
【
第
８
条
】

・
周
辺
住
民
へ
の
周
知
【
第
９
条
】

・
許
可
申
請
手
続
き
【
第
１
０
条
】

・
許
可
基
準
【
第
１
１
条
】

(
無
許
可
埋
立
等

)

2
年
以
下
懲
役

又
は

1
0
0万
円
以
下
罰
金

【
第
３
２
条
】

・
手
数
料
納
付
【
第
２
９
条
】

新
規
許
可
：
55
,6
00
円

変
更
許
可
：
31

,5
00
円

譲
受
許
可
：
31

,5
00
円

管
理
責
任
者
設
置
義
務

【
第
１
４
条
】

標
識
の
掲
示
，
境
界
標
設
置
義
務

【
第
１
５
条
】

台
帳
作
成
義
務

【
第
１
６
条
】

定
期
報
告
義
務

【
第
１
６
条
】

・
完
了
届
【
第
１
７
条
】

行
政

処
分

停
止
命
令

【
第
２
１
条
】

措
置
命
令

【
第
２
０
条
】

罰
則

(
命
令
違
反
等

)

1
年
以
下
懲
役

又
は

10
0万
円
以
下
罰
金

【
第
３
３
条
】

主
な
義
務

(
そ
の
他
違
反

)

5
0万
円
以
下
罰
金

【
第
３
５
条
】

3
0万
円
以
下
罰
金

【
第
３
６
条
】

罰
則

6月
以
下
懲
役

又
は

50
万
円
以
下
罰
金

【
第
３
４
条
】

許
可
取
消

・
欠
格
要
件
該
当

・
命
令
違
反

他

【
第
２
１
条
】

両
罰
規
定

【
第
３
７
条
】

両
罰
規
定

【
第
３
７
条
】

・
変
更
【
第
１
２
条
】

・
譲
受
【
第
１
８
条
】

罰 則 の 適 用

不 履 行 時

履 行

宮
城
県
環
境
生
活
部
循
環
型
社
会
推
進
課

〒
9
80

-
85
7
0
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
丁
目
８
番
１
号

令
和
３
年
３
月
作
成

３
,
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
へ
土
砂
等
の
埋
立
て
等
を

行
う
時
は
，
宮
城
県
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

土
砂

等
の

埋
立

て
等

の
規

制
に

関
す

る
条

例

土
砂

条
例
の

お
問

合
せ
先

宮
城
県
土
砂
条
例

土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
制
度

■
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
行
為
に
対
す
る
許
可
制
度
の
採
用

■
土
砂
等
の
埋
立
て

等
に
関
す
る
基
準
の
明
確
化

■
違
反
行
為
に
対
す
る
行
政
処
分
及
び
罰
則
の
規
定

■
危
険
な
埋
立
て
等
に
対
す
る
土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
の

指
定

条 例 の 概 要

宮
城
県
で
は
，
土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
を
図
り
，
県
民
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
，

令
和

元
年
１
２

月
に

「
土

砂
等
の
埋

立
て

等
の

規
制
に
関

す
る

条
例

」
を
制
定
し
ま
し
た
。

宮
城
県

j
u
n
k
a
n
f
@
p
r
e
f
.
m
i
y
a
g
i
.
l
g
.
j
p

📨📨📨📨
0
2
2
-
2
1
1
-
2
4
6
7

☎

土
砂

等
の

埋
立

て
等
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立

て
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堆
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切
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含
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ず

○
目
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【
第

１
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】

土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
を
図
り
，
県
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の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

○
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６
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発
生
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管
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用
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進
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の
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発
生
の
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許
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制
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２
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第

２
９
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３

２
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条
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５
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７
条

】

○
土
砂
等
搬
入
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３
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第
２
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，
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３
４
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３
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条

】

３
,
０
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以

上
３
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未

満

許
 
可
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条

】

【
適

用
除

外
】

・
同
一
区
域
内
の
土
砂
等
を
用
い
る
埋
立
て
等

・
県
等
が
発
注
し
，
又
は
自
ら
行
う
埋
立
て
等

・
他
法
令
等
の
許
認
可
等
に
基
づ
く
埋
立
て
等

・
災
害
対
応
の
た
め
の
埋
立
て
等

他

許
可

不
要

無
許

可
の

埋
立

て
等

許
可

申
請

許
可

手
続

き

埋
立
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等

完
　

　
了
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害

発
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お
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の
あ

る
埋

立
て

等
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を
満

た
さ

な
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埋
立

て
等

　
 他

・
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
継
続
に
よ
っ
て
人
の
生
命
，
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体
又
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財
産
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
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土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
の
指
定
，
指
定
場
所
へ
の
搬
入
禁
止
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指
定
の
公
示

・
土
地
所
有
者
の
同
意
【
第
８
条
】

・
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へ
の
周
知
【
第
９
条
】

・
許
可
申
請
手
続
き
【
第
１
０
条
】

・
許
可
基
準
【
第
１
１
条
】

(
無
許
可
埋
立
等

)
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年
以
下
懲
役

又
は

1
0
0万
円
以
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金
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第
３
２
条
】
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納
付
【
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２
９
条
】
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許
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：
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00
円

変
更
許
可
：
31
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円
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許
可
：
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00
円
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責
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者
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務

【
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４
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】
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務

【
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１
５
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】

台
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作
成
義
務
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６
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】
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令
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条
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(
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令
違
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等

)

1
年
以
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懲
役

又
は
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円
以
下
罰
金

【
第
３
３
条
】

主
な
義
務

(
そ
の
他
違
反

)

5
0万
円
以
下
罰
金

【
第
３
５
条
】

3
0万
円
以
下
罰
金

【
第
３
６
条
】

罰
則

6月
以
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懲
役

又
は

50
万
円
以
下
罰
金

【
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３
４
条
】

許
可
取
消
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要
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該
当

・
命
令
違
反

他

【
第
２
１
条
】

両
罰
規
定

【
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３
７
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】
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罰
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定
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３
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更
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２
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・
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【
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８
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仙
台
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丁
目
８
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令
和
３
年
３
月
作
成

こ
の
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刷
物
は
、4
,0
0
0
枚
作
成
し
、一
枚
あ
た
り
の
印
刷
単
価
は
1
9
円
で
す
。



（17）

「
土
砂

「
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
の
概
要

■
建
設
工
事
に
伴
い
残
土
と
し
て
発
生
し
た
土
砂
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
た
め

に
，
残
土
の
崩
落
や
流
出
事
故
が
発
生
し
，
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
方
，
残
土
に
つ
い
て
は
，
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
適
用

が
な
く
，
残
土
の
崩
落
・
流
出
に
対
す
る
住
民
の
安
全
確
保
を
主
目
的
と
し
た
法

令
も
な
い
こ
と
か
ら
，
そ
の
管
理
を
適
切
に
行
わ
せ
る
た
め
，
各
自
治
体
で
は
，

い
わ
ゆ
る

「
土

砂
条

例
」
を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。

■
宮
城
県
に
お
い
て
も
，
県
内
の
民
有
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
土
砂
が
河
川
区
域

に
押
し
出
さ
れ
，
河
川
管
理
や
漁
業
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
が
発
生
し
，
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
，
宮
城
県
で
は
類
似
事
案
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
，
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
，
土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
を
目
的
と
し
た

「
土

砂
等

の
埋

立
て

等
の

規
制

に
関

す
る

条
例

」

を
制

定
し

，
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
許

可
制

度
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

条
例

制
定

の
背

景

【
提
出
物
】
許
可
申
請
書
（
氏
名
，
住
所
，
埋
立
て
等
の
目
的
，
関
係
す
る
計
算
書
・
計
画
等
）

土
地
所
有
者
の
同
意
書
（
事
前
の
周
辺
住
民
等
へ
の
周
知
）

申
請
手
数
料
（
新
規
：

55
,6

00
円
，
変
更
：

31
,5

00
円
，
譲
受
け
：

31
,5

00
円
）

許
可

手
続

き
の

一
連

の
過

程

■
許

可
の

対
象

土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
土
地
の
面
積
が
３
，
０
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
場
合
は
，
許
可
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
対

象
と

な
る

土
砂

等
の

埋
立

て
等

土
地
の
埋
立
て
，
盛
土
，
そ
の
他
の
土
砂
等
の
堆
積
を
行
う
行
為
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
，
堆
積
に
は
，
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
い
わ
ゆ
る
「
仮
置
き
」
を
含
み
ま
す
。

□
対

象
と

な
る

土
砂

等

土
砂
：
砂
，
礫
，
砂
質
土
，
礫
質
土
，
シ
ル
ト
，
粘
土
な
ど
を
い
い
ま
す
。

土
砂
等
：
土
砂
に
混
入
又
は
付
着
し
て
い
る
物
や
，
再
生
土
や
改
良
土
と
称
さ
れ
る
も
の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
許

可
の

適
用

除
外

と
な

る
土

砂
等

の
埋

立
て

等

・
同
一
区
域
内
の
土
砂
等
を
用
い
る
も
の

・
国
，
県
，
市
町
村
等
が
発
注
す
る
も
の
，
又
は
国
，
県
，
市
町
村
等
が
自
ら
行
う
も
の

・
採
石
法
や
砂
利
採
取
法
な
ど
，
他
法
令
等
の
許
認
可
等
に
基
づ
く
も
の
（
条
例
施
行
規
則
第
３
条
に
規
定
）

・
非
常
災
害
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
も
の

・
運
動
場
，
駐
車
場
，
農
地
な
ど
の
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う
も
の

・
施
工
前
の
地
盤
面
の
最
も
低
い
地
点
と
施
工
後
の
最
も
高
い
地
点
と
の
垂
直
距
離
が
１
ｍ
未
満
の
も
の

・
陶
器
，
ガ
ラ
ス
，
そ
の
他
の
製
品
を
改
造
し
，
又
は
加
工
す
る
原
材
料
（
改
良
土
等
を
除
く
）
と
し
て
使
う
も
の

許
可

が
必

要
な

土
砂

等
の

埋
立

て
等

行
為

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
許
可
基
準
違
反
に
対
す
る
措
置
命
令
及
び
停
止
命
令
違
反

⇒
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
へ
の
土
砂
の
搬
入

⇒
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
土
砂
等
管
理
台
帳
作
成
，
定
期
報
告
義
務
違
反
等

⇒
５
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
軽
微
変
更
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，
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届
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義
務
違
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等

⇒
３
０
万
円
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金

違
反
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為

へ
の
罰

則
等

■
土

砂
等

の
埋

立
て

等
を

行
う

方

土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
際
は
，
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
土

地
を

所
有

し
て

い
る

方

所
有
し
て
い
る
土
地
で
不
適
正
な
土
砂
等
の
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
，
そ
の
土
地
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
土

砂
等

を
発

生
さ

せ
る

方

建
設
工
事
に
伴
う
土
砂
等
の
発
生
を
抑
制
し
，
発
生
さ
せ
た
土
砂
等
の
有
効
利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
，
発
生
さ
せ
た
土
砂
等
に
よ
っ
て
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
，
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
埋
立
て
等
が
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
，
土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
方
々
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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の
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者
が
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欠
格
要
件
に
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し
な
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と

土
地
所
有
者
の
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意
を
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て
い
る
こ
と

実
施
事
業
に
経
理
的
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礎
や
計
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に
確
実
性
が
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る
こ
と

土
砂
等
の
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て
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の
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造
が
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に
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と
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の
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や
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に
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が
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項
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の
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の
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び
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界
標
の
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置

土
砂
管
理
台
帳
の
作
成

県
が
求
め
る
報
告
，
立
入
検
査
等
へ
の
対
応

【
報
告
事
項
】
６
か
月
ご
と
に
土
砂
等
の
使
用
量
又
は
搬
入
量
及
び
搬
出
量
の
報
告

完
了
届
出

【
届
出
事
項
】
事
業
完
了
後
，
３
０
日
以
内
に
知
事
に
届
出

【
完
了
確
認
】
県
の
担
当
職
員
に
よ
る
書
類
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
適
合
性
確
認

れ
き

れ
き
し
つ

【
申

請
窓

口
】

宮
城

県
循

環
型

社
会

推
進

課

 

「
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
の
概
要

■
建
設
工
事
に
伴
い
残
土
と
し
て
発
生
し
た
土
砂
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
た
め

に
，
残
土
の
崩
落
や
流
出
事
故
が
発
生
し
，
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
方
，
残
土
に
つ
い
て
は
，
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
適
用

が
な
く
，
残
土
の
崩
落
・
流
出
に
対
す
る
住
民
の
安
全
確
保
を
主
目
的
と
し
た
法

令
も
な
い
こ
と
か
ら
，
そ
の
管
理
を
適
切
に
行
わ
せ
る
た
め
，
各
自
治
体
で
は
，

い
わ
ゆ
る

「
土

砂
条

例
」
を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。

■
宮
城
県
に
お
い
て
も
，
県
内
の
民
有
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
土
砂
が
河
川
区
域

に
押
し
出
さ
れ
，
河
川
管
理
や
漁
業
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
が
発
生
し
，
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
，
宮
城
県
で
は
類
似
事
案
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
，
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
，
土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
を
目
的
と
し
た

「
土

砂
等

の
埋

立
て

等
の

規
制

に
関

す
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，
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和
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ま
す
。

■
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設
工
事
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残
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と
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の
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た
め
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例
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の
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景
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地
所
有
者
の
同
意
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の
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民
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の
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）
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（
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：
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00
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，
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：
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，
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受
け
：

31
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00
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）
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砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
土
地
の
面
積
が
３
，
０
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
場
合
は
，
許
可
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
対
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と

な
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砂

等
の

埋
立
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土
地
の
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立
て
，
盛
土
，
そ
の
他
の
土
砂
等
の
堆
積
を
行
う
行
為
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
，
堆
積
に
は
，
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
い
わ
ゆ
る
「
仮
置
き
」
を
含
み
ま
す
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□
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と
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等

土
砂
：
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，
礫
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質
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，
礫
質
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，
シ
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ト
，
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土
な
ど
を
い
い
ま
す
。
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砂
等
：
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砂
に
混
入
又
は
付
着
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て
い
る
物
や
，
再
生
土
や
改
良
土
と
称
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る
も
の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
許

可
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適
用

除
外

と
な

る
土

砂
等

の
埋

立
て

等

・
同
一
区
域
内
の
土
砂
等
を
用
い
る
も
の

・
国
，
県
，
市
町
村
等
が
発
注
す
る
も
の
，
又
は
国
，
県
，
市
町
村
等
が
自
ら
行
う
も
の

・
採
石
法
や
砂
利
採
取
法
な
ど
，
他
法
令
等
の
許
認
可
等
に
基
づ
く
も
の
（
条
例
施
行
規
則
第
３
条
に
規
定
）

・
非
常
災
害
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
も
の

・
運
動
場
，
駐
車
場
，
農
地
な
ど
の
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う
も
の

・
施
工
前
の
地
盤
面
の
最
も
低
い
地
点
と
施
工
後
の
最
も
高
い
地
点
と
の
垂
直
距
離
が
１
ｍ
未
満
の
も
の

・
陶
器
，
ガ
ラ
ス
，
そ
の
他
の
製
品
を
改
造
し
，
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加
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等
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無
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砂
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，
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■
軽
微
変
更
届
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，
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了
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出
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等

⇒
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■
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砂
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，
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を
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す
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に
必
要
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措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
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ま
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ん
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■
土
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る

方

所
有
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い
る
土
地
で
不
適
正
な
土
砂
等
の
埋
立
て
等
が
行
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れ
な
い
よ
う
，
そ
の
土
地
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
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■
土

砂
等

を
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生
さ

せ
る

方

建
設
工
事
に
伴
う
土
砂
等
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を
抑
制
し
，
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せ
た
土
砂
等
の
有
効
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用
に
努
め
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ば
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せ
ん
。

ま
た
，
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た
土
砂
等
に
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っ
て
埋
立
て
等
が
行
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合
に
は
，
そ
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ら
を
使
用
し
た
埋
立
て
等
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適
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よ
う
，
土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
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方
々
に
協
力
し
な
け
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ば
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ま
せ
ん
。
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を
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や
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に
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と
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砂
等
の
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の
構
造
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に
適
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と
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業
の
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や
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必
要
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置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
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と
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任
者
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の
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び
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の
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置
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成
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の
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量
の
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業
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当
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に
よ
る
書
類
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
適
合
性
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「
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
の
概
要

■
建
設
工
事
に
伴
い
残
土
と
し
て
発
生
し
た
土
砂
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
た
め

に
，
残
土
の
崩
落
や
流
出
事
故
が
発
生
し
，
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
方
，
残
土
に
つ
い
て
は
，
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
適
用

が
な
く
，
残
土
の
崩
落
・
流
出
に
対
す
る
住
民
の
安
全
確
保
を
主
目
的
と
し
た
法

令
も
な
い
こ
と
か
ら
，
そ
の
管
理
を
適
切
に
行
わ
せ
る
た
め
，
各
自
治
体
で
は
，

い
わ
ゆ
る

「
土

砂
条

例
」
を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。

■
宮
城
県
に
お
い
て
も
，
県
内
の
民
有
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
土
砂
が
河
川
区
域

に
押
し
出
さ
れ
，
河
川
管
理
や
漁
業
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
が
発
生
し
，
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
，
宮
城
県
で
は
類
似
事
案
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
，
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
，
土
砂
等
の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
を
目
的
と
し
た

「
土

砂
等

の
埋

立
て

等
の

規
制

に
関

す
る

条
例

」

を
制

定
し

，
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
許

可
制

度
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

条
例

制
定

の
背

景

【
提
出
物
】
許
可
申
請
書
（
氏
名
，
住
所
，
埋
立
て
等
の
目
的
，
関
係
す
る
計
算
書
・
計
画
等
）

土
地
所
有
者
の
同
意
書
（
事
前
の
周
辺
住
民
等
へ
の
周
知
）

申
請
手
数
料
（
新
規
：

55
,6

00
円
，
変
更
：

31
,5

00
円
，
譲
受
け
：

31
,5

00
円
）

許
可

手
続

き
の

一
連

の
過

程

■
許

可
の

対
象

土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
土
地
の
面
積
が
３
，
０
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
場
合
は
，
許
可
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
対

象
と

な
る

土
砂

等
の

埋
立

て
等

土
地
の
埋
立
て
，
盛
土
，
そ
の
他
の
土
砂
等
の
堆
積
を
行
う
行
為
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
，
堆
積
に
は
，
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
い
わ
ゆ
る
「
仮
置
き
」
を
含
み
ま
す
。

□
対

象
と

な
る

土
砂

等

土
砂
：
砂
，
礫
，
砂
質
土
，
礫
質
土
，
シ
ル
ト
，
粘
土
な
ど
を
い
い
ま
す
。

土
砂
等
：
土
砂
に
混
入
又
は
付
着
し
て
い
る
物
や
，
再
生
土
や
改
良
土
と
称
さ
れ
る
も
の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
許

可
の

適
用

除
外

と
な

る
土

砂
等

の
埋

立
て

等

・
同
一
区
域
内
の
土
砂
等
を
用
い
る
も
の

・
国
，
県
，
市
町
村
等
が
発
注
す
る
も
の
，
又
は
国
，
県
，
市
町
村
等
が
自
ら
行
う
も
の

・
採
石
法
や
砂
利
採
取
法
な
ど
，
他
法
令
等
の
許
認
可
等
に
基
づ
く
も
の
（
条
例
施
行
規
則
第
３
条
に
規
定
）

・
非
常
災
害
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
も
の

・
運
動
場
，
駐
車
場
，
農
地
な
ど
の
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う
も
の

・
施
工
前
の
地
盤
面
の
最
も
低
い
地
点
と
施
工
後
の
最
も
高
い
地
点
と
の
垂
直
距
離
が
１
ｍ
未
満
の
も
の

・
陶
器
，
ガ
ラ
ス
，
そ
の
他
の
製
品
を
改
造
し
，
又
は
加
工
す
る
原
材
料
（
改
良
土
等
を
除
く
）
と
し
て
使
う
も
の

許
可

が
必

要
な

土
砂

等
の

埋
立

て
等

行
為

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
許
可
基
準
違
反
に
対
す
る
措
置
命
令
及
び
停
止
命
令
違
反

⇒
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
へ
の
土
砂
の
搬
入

⇒
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
土
砂
等
管
理
台
帳
作
成
，
定
期
報
告
義
務
違
反
等

⇒
５
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
軽
微
変
更
届
出
，
完
了
届
出
義
務
違
反
等

⇒
３
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

違
反

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
行
為

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

行
為

へ

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

へへ
の

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
無
許
可
埋
立
て
等
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
命
令
違
反
等
⇒
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

のの
罰

則
等

■
土

砂
等

の
埋

立
て

等
を

行
う

方

土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
際
は
，
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
土

地
を

所
有

し
て

い
る

方

所
有
し
て
い
る
土
地
で
不
適
正
な
土
砂
等
の
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
，
そ
の
土
地
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
土

砂
等

を
発

生
さ

せ
る

方

建
設
工
事
に
伴
う
土
砂
等
の
発
生
を
抑
制
し
，
発
生
さ
せ
た
土
砂
等
の
有
効
利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
，
発
生
さ
せ
た
土
砂
等
に
よ
っ
て
埋
立
て
等
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
，
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
埋
立
て
等
が
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
，
土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
方
々
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
土

砂
等

の
埋

立
て

等
を

行
う

方

関
係

■
土

砂
等

の
埋

立
て

等
を

行
う

方
■

土
砂

等
の

埋
立

て
等

を
行

う
方

関
係

者
の

責
務

埋
立
て

盛
土

一
時
堆
積

切
土

〇
規

制
対

象
×

規
制
対

象
外

許
可
申
請

審
査

許
可

定
期
報
告

【
許
可
基
準
】
申
請
者
が
条
例
に
定
め
る
欠
格
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と

土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と

実
施
事
業
に
経
理
的
基
礎
や
計
画
に
確
実
性
が
あ
る
こ
と

土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
構
造
が
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

事
業
の
施
工
時
や
完
了
時
に
必
要
な
災
害
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

【
義
務
事
項
】
管
理
責
任
者
の
設
置

標
識
の
掲
示
及
び
境
界
標
の
設
置

土
砂
管
理
台
帳
の
作
成

県
が
求
め
る
報
告
，
立
入
検
査
等
へ
の
対
応

【
報
告
事
項
】
６
か
月
ご
と
に
土
砂
等
の
使
用
量
又
は
搬
入
量
及
び
搬
出
量
の
報
告

完
了
届
出

【
届
出
事
項
】
事
業
完
了
後
，
３
０
日
以
内
に
知
事
に
届
出

【
完
了
確
認
】
県
の
担
当
職
員
に
よ
る
書
類
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
適
合
性
確
認

れ
き

れ
き
し
つ

【
申

請
窓

口
】

宮
城

県
循

環
型

社
会

推
進

課
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令和３年度環境大臣表彰伝達式
　環境大臣表彰の授与に係る式典が新型コロナウイルス感染症対策により中止となり、宮城
県を通じて受賞者２名に生活環境部佐々木副部長から永年の功績に対し表彰状と記念品が手
渡されました。受賞されました宇角副会長、八嶋副会長、誠におめでとうございます。

受賞者
　　〇　宇角　安弘　　（一社）宮城県産業資源循環協会 副会長
　　〇　八嶋　利悦　　（一社）宮城県産業資源循環協会 副会長
伝達式
　日　時　令和３年12月20日（月）午後４時00分～
　場　所　宮城県庁行政庁舎13階　生活環境部会議室

宇角副会長 八嶋副会長

協会ニュース
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電子マニフェスト講習会の開催
　宮城県主催で電子マニフェスト講習会を開催しました。電子マニフェスト制度は事務処理
を簡略化し、廃棄物処理の透明性を高め、不適正処理防止の観点からも有用であるため、宮
城県においても電子化率向上のため普及活動を行っています。
　電子マニフェストの運用に当たっては、排出事業者、収集運搬業者、処分業者それぞれが
この制度に加入する必要があることや、パソコンの設置と操作が必須となることもあり、導
入の阻害要因となっています。
　そのため、電子マニフェスト制度の概要や導入のメリットを学び、パソコンを利用して電
子マニフェスト操作を実際に体験をすることにより普及に繋がることを目的に開催しました。
　県内の産業廃棄物排出事業者、収集運搬業者、処分業者の方に参加いただき、有意義な講
習会となりました。今年も新型コロナウイルス感染防止のため、各施設の収容人数の半数で
行いました。

　日　　時　　①令和３年９月29日（水）14:00～16:00　参加者10名（施設定員20人）
　参加人数　　②令和３年10月８日（金）14:00～16:00　参加者６名（施設定員20人）
　　　　　　　③令和３年10月15日（金）14:00～16:00　参加者15名（施設定員30人）

　場　　所　　①大崎地域職業訓練センター
　　　　　　　②仙南地域職業訓練センター
　　　　　　　③JC-21教育センター仙台

　講習内容　　・電子マニフェストの概要、導入方法、具体的運用方法の講義
　　　　　　　・一人１台パソコンを用いた操作研修

　講　　師　　公益財団法人　日本産業廃棄物処理振興センター
　　　　　　　電子マニフェストインストラクター　小原　譲　氏

大崎会場 仙南会場 仙台会場
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排出事業者向け講習会の開催
　廃棄物を適正に処理するための知識及び意識の向上を目的とした産業廃棄物排出事業者向
け講習会を宮城県からの委託により実施しました。新型コロナウイルス感染拡大により今年
度は１回の開催となりましたが、『基本を確認する大切な時間となった』等、排出事業者の
皆様の理解を深める講習会となりました。

　日　　時　　令和３年10月１日（金）　　参加者45名

　場　　所　　宮城県建設産業会館1階大会議室

　講習内容　　１．「産業廃棄物の基礎」について
　　　　　　　２．「産業廃棄物の委託処理と委託契約書及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物管理票（マニフェスト）」について

　講　　師　　行政書士大澤利昭事務所　所長　大澤　利昭　氏

大澤　講師
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みなし決議に関する理事会
１　理事会の決議のあったものとみなされた事項の内容
　　　第１号議案　正会員の入会（案）について………………………………承認
　　　第２号議案　広報活動委員会委員の選任（案）について………………承認
２　１の事項を提案した者の氏名
　　　代表理事（会長）　鈴　木　　　昇
３�　理事全員及び各監事から、令和３年８月31日に同意書等をもって、提案の内容に同意す
る旨の意思表示がなされた。

※宮城県が緊急事態宣言の対象地域に追加され、８月27日の第２回理事会を中止したため

第２回役員会（理事会）の開催
１　開催年月日　令和３年11月24日（水）15：00～16：10
２　開 催 場 所　宮城県建設産業会館　７階第１・２会議室
３　役　員　数　23名（理事20名、監事３名）
４　出席役員数　22名（理事19名、監事３名）
５　議　　　題
　　　⑴　第１号議案　正会員・賛助会員の入会（案）について………………承認
　　　⑵　第２号議案　安全衛生委員会委員の選任（案）について…………承認
６　報 告 事 項
　　　⑴　令和３年度事業の実施状況報告（４月～10月）
　　　⑵　本協会の各委員会・部会等の活動状況報告（４月～10月）
　　　⑶　特定家畜伝染病発生時における汚染物品の焼却処理に関する協定書
　　　⑷　当座貸越契約「つなぎ資金」の「銀行取引約定書」及び「当座貸越契約約定書」
　　　⑸　宮城県内の産業廃棄物処理業者数
　　　⑹　主な年間行事予定
７　そ　の　他
　　　⑴　全産連及び本協会の各委員会・部会等の情報交換等

今後の開催予定
　・令和３年度第３回役員会（理事会）	 ３月16日（水）
　・令和４年度第１回役員会（理事会）	 ４月25日（月）
　・令和４年度第10回通常総会	 第一候補日　５月24日（火）
	 第二候補日　５月30日（月）

※新型コロナウイルス感染症拡大等の状況により、延期又は中止する場合があります。
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令和３年度第２回「企画財政委員会」の開催
１　開催年月日　令和３年12月７日（火）10：00～12：10
２　開 催 場 所　仙台市交通局本局庁舎　６階第１会議室
３　委　員　数　９名
４　出席委員数　８名
５　議　　　題
　　　⑴　法人化30周年記念事業の全体計画について（第３回目）
　　　⑵　各委員会及び部会等の情報交換について
　　　⑶　経営の健全化（財源の確保等）について
　　　⑷　令和４年度の企画財政委員会の事業活動について

令和３年度第１回「災害廃棄物委員会」の開催
（第２回支部事務局長会議と合同開催）

１　開催年月日　令和３年10月27日（水）14：00～15：50
２　開 催 場 所　仙台市民会館　１階第２会議室
３　委　員　数　７名
４　出席委員数　７名
５　議　　　題
　　　⑴　講義「災害廃棄物処理に係る法規制と留意点」等について
　　　⑵　災害廃棄物処理等実施対応マニュアルの意見交換について
　　　⑶　当座借越契約（つなぎ資金）の意見交換について
　　　⑷　災害時における復旧支援規程等の改正（素案）について
　　　⑸　（仮称）災害廃棄物処理等の顧問について
　　　⑹　今後の災害廃棄物委員会等のあり方について

令和３年度第１回「広報活動委員会」の開催
１　開催年月日　令和３年11月16日（火）10：00～11：30
２　開 催 場 所　仙台市交通局本局庁舎　６階第１会議室
３　委　員　数　７名
４　出席委員数　６名
５　議　　　題
　　　⑴　令和５年度法人化30周年記念事業に伴う（仮称）30周年記念誌について
　　　⑵　本協会ホームページのバナー広告掲載について
　　　⑶　改修後の本協会のホームページへの意見等について
　　　⑷　今後の広報活動委員会の活動等について
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令和３年度第２回「安全衛生委員会」の開催
１　開催年月日　令和３年８月５日（木）14：00～15：40
２　開 催 場 所　宮城県建設産業会館　４階第１会議室
３　委　員　数　８名
４　出席委員数　６名
５　議　　　題
　　　⑴　令和３年度会員研修会の開催について
　　　⑵　啓発ポスターの作成について
　　　⑶　ヒヤリハット事例小冊子の作成について
　　　⑷　（仮称）労働安全衛生大会の開催について
　　　⑸　今後の安全衛生委員会等のあり方について

令和３年度第３回「安全衛生委員会」の開催
１　開催年月日　令和３年10月26日（木）14：00～15：30
２　開 催 場 所　仙台市民会館　２階第３会議室
３　委　員　数　８名
４　出席委員数　５名
５　議　　　題
　　　⑴　（仮称）安全大会の開催について
　　　⑵　普及啓発ポスター及びヒヤリハット事例小冊子の作成について
　　　⑶　「安全衛生活動現状調査」の実施、「令和４年度労働災害防止計画」
　　　　　の策定について
　　　⑷　今後の安全衛生委員会等のあり方について

令和３年度第４回「安全衛生委員会」の開催
１　開催年月日　令和３年12月16日（木）14：00～16：00
２　開 催 場 所　仙台市交通局本局庁舎　６階第１会議室
３　委　員　数　８名
４　出席委員数　７名
５　議　　　題
　　　⑴　「安全大会」の開催について
　　　⑵　「安全衛生活動現状調査」の実施結果、「令和４年度労働災害防止計画」について
　　　⑶　普及啓発ポスター及びヒヤリハット事例小冊子の作成について
　　　⑷　各委員会及び部会等の情報交換について
　　　⑸　令和４年度の本委員会の活動等について



（24）

令和３年度第１回「収集運搬部会」の開催
１　開催年月日　令和３年11月10日（水）15：45～17：00
２　開 催 場 所　仙台市民会館　２階第６会議室
３　委　員　数　12名
４　出席委員数　６名
５　議　　　題
　　　⑴　災害廃棄物処理等の本協会単価について
　　　⑵　災害廃棄物処理等実施対応マニュアル（令和２年12月作成）の意見交換について
　　　⑶　当座借越契約（つなぎ資金）の意見交換について
　　　⑷　今後の本部会の活動等について

令和３年度第１回「中間処理・最終処分・特管部会」の開催
１　開催年月日　令和３年11月11日（木）14：10～15：50
２　開 催 場 所　仙台市民会館　２階第６会議室
３　委　員　数　12名
４　出席委員数　10名
５　議　　　題
　　　⑴　排出事業者への混合・医療廃棄物等の適正分別等の周知について
　　　⑵　災害廃棄物処理等実施対応マニュアル（令和２年12月作成）の意見交換について
　　　⑶　当座借越契約（つなぎ資金）の意見交換について
　　　⑷　今後の本部会の活動等について

第２回支部事務局長会議の開催
（第１回災害廃棄物委員会と合同開催）

１　開催年月日　令和３年10月27日（水）14：00～15：50
２　開 催 場 所　仙台市民会館　１階第２会議室
３　出 席 者 数　７名（支部５名、本部２名）
４　議　題　等　第１回災害廃棄物委員会と同様

今後の開催予定
　・災害廃棄物委員会	 １月18日	 ・中間処理・最終処分・特管部会	 ２月10日
　・支部事務局長会議	 １月27日	 ・広報活動委員会	 ２月16日
　・収集運搬部会	 ２月２日	 ・企画財政委員会	 ２～３月
　・安全衛生委員会	 ２月３日
※新型コロナ感染症の拡大状況により、中止・延期する場合があります。
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身近なヒヤリ・ハット事例
　産業廃棄物処理業界は、他業界と比較して労働災害が多い業界です。安全衛生への意識向
上のため、会員の皆様よりヒヤリ・ハット事例を募集いたしました。「ヒヤリ」または「ハッ
ト」した経験を共有し、作業現場の安全管理にご活用下さい。

【移動中】
何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１ 雨天時屋外
で

徒歩による現
場移動をして
いる際に

道路の鉄製蓋に上がってし
まい、雨水で滑り易くなっ
ていたため、足がとられて
転倒の恐れがあった

基本的なことだが、なるべ
く開口部鉄製蓋等の上には
上がらないように留意する
こと

２ 道路交差点
で

車で現場へ運
転中に

助手席に大型の荷物を置い
た為、ドアミラーが見えづ
らくなり、交差点左折時に
自転車に気づかず交差点侵
入する恐れがあった

助手席に大型の荷物を置か
ず、常に良好な視界を確保
するようにする

【清掃作業中】
何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１ 道路上で 下水道管の清
掃時に

交差点中央の下水道管清掃
で誘導員を配備したが、車
の走行が多くて危険を感じ
た

作業現場ごとに、必要な作
業員、誘導員の適切数を確
保するために事前検討、準
備が重要

２ 清掃依頼先
の敷地内で

私設下水道清
掃時に

高圧洗浄車にて高圧洗浄す
るときに、誤って圧力を強
くしすぎたため、周囲へ水
が飛散する恐れがあった

高圧洗浄作業する際には圧
力を最小値から開始するこ
とを徹底し、清掃作業担当
者と常に合図を行いあう

3 清掃依頼先
の家屋で

排水管の清掃
中に

台所下戸棚内排水管点検時
に埋込式コンセント配線が
露出しており、感電しそう
になった

コンセントがあることを事
前に確認し、状況に応じて
ブレーカーを落とすこと

4 道路上で 雨水桝清掃作
業中に

誘導員を配置して作業をし
たが、歩行者が誘導員を無
視して作業範囲内に立ち入
り、作業員と接触しそうに
なった

誘導員を配置しても、その
場にいる作業員は常に周囲
への配慮を行い、全員で声
がけを徹底し、誘導員以外
の周囲確認者配置も検討す
る
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【中間処理・最終処分】
何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１ 処理施設受
入ヤード及
び製品ヤー
ド内で

処理物及び製
品の集積作業
時に

ホイルローダーの後進およ
び方向転換しようとしたと
き、搬入車両に接触しそう
になった

ホイルローダーの後退また
は方向転換する場合は、運
転者が周囲の確認を十分に
行うとともに誘導員（手元
作業員）の指示を受けて行
う
ホイルローダー作業周囲へ
の立ち入りを行わないよう
に、作業工程（手順）の明
確化を図り作業員及び来場
者への周知徹底を行う

２ 廃棄物処理
施設内で

廃棄物受入作
業中に

受入車両のサイドブレーキ
が浅くかけられており、受
入作業中に車が少し動いた

サイドブレーキの確認を行
い、車止め設置後の受け入
れ作業を徹底する

３ 廃棄物処理
場内で

分解、分別作
業中に

分解、分別作業を行ってい
たところ、一旦、別の作業
を行うためその場を離れ
た。離れた際に使用してい
たカッターの先を出したま
ま作業場に置いていて、再
度使用する際に刃先を持ち
そうになり、手を切りそう
になった

作業を離れるときにも使用
道具は収納する
刃物使用時は、保護具（防
刃、耐切創手袋）を着用す
る

4 廃棄物処理
施設内で

工業薬品補充
中に

粘性が高く滑りやすい薬品
を漏洩したまま作業したた
め、転倒の恐れがあった

薬品漏洩しないように留意
するとともに、万一漏洩時
には速やかに清掃した後の
作業を心がける

5 廃棄物処理
施設内で

施設床面清掃
作業中に

床面の金属蓋部に濡れた長
靴で上に乗ってしまい、足
を滑らせて転倒しそうに
なった

移動する際に足元を事前に
確認し、足を滑らせそうな
場所へは通行しないように
する

作って認識、守って安心、安全衛生規程
〈全産連〉労働安全衛生標語入賞作品



（27）

防災協定について
　一般社団法人宮城県産業資源循環協会は、大規模災害時の廃棄物処理について平成20年10
月21日、宮城県知事と「災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締結しています。
　東日本大震災では、要請のあった市町に協会会員による応援派遣をいたしました。昨年の
台風19号においても、要請のあった市町に御協力いただいております。ありがとうございま
した。
　なお、本協定に基づく応援派遣要請に協力する当協会会員企業は宮城県による建設許可経
営規模評価等申請の加点対象として評価されます。
（平成30年４月１日より、経営事項審査のうち、経営規模等評価の項目及び基準が改正され
ました。防災活動への貢献状況は現行制度上「防災協定を締結している場合に15点の加点評
価」とされていたところ、「防災協定を締結している場合に20点の加点評価」と改正されま
した。）
　本制度を活用され、協会員としてのメリットを享受されますよう再度御案内いたします。

                                               様式１ 

証 明 願 書 

 

令和  年  月  日 

 

 

一般社団法人宮城県産業資源循環協会 会長 様 

 

 

所 在 地 

名   称 

代表者名             印 

                  

 産業廃棄物処理業許可番号  

                  

 

 

 

交付希望内容   

１防災協定証明書 

         ２防災協定書写し 

 

 

使用目的    宮城県に対する建設許可経営規模等評価申請に用いるため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県  

仙台市  

様式２ 

証 明 書 

 

所 在 地 

名   称 

代表者名             印    

 

 

 

上記の者は平成２０年１０月２１日付で宮城県知事との間で締結した「災害

時における災害廃棄物の処理等に関する協定」に基づいて災害応急活動等に従

事する者であることを証明する。 

 

 

 

令和   年  月  日 

 

 

一般社団法人宮城県産業資源循環協会 

 

会 長  鈴  木  昇 印 
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　各支部において、役員会や研修会のほか、支部会員の協力のもと「不法投棄防止パトロー
ル」や「不法投棄物回収活動」を実施しました。

県南支部
　　県南支部の活動状況として、９月１日（水）に県南支部三役会（支部長、副支部長、事務
局）を開催し新型コロナウイルス感染拡大が収束の兆しが見えないことから調整を行った
結果、令和３年度第１回県南支部役員会（９月開催予定）、不法投棄防止パトロール（10
月開催予定）・撤去作業（11月開催予定）の中止を決定いたしました。新型コロナウイル
スの状況によりますが、令和４年の２月には第２回県南支部役員会を予定しております。

塩釜・黒川支部
　　塩釜・黒川支部では、令和３年11月９日（火）、ホテルキャッスルプラザ多賀城にて、令
和３年度第２回支部役員会を執り行いました。新型コロナ感染症の拡大状況が落ち着いて
きたため、主な議題として①不法投棄回収啓発活動の開催、②支部研修会や懇親会などの
開催について協議いたしました。また、支部会員の新規入会希望者の推薦承認、及び退会
会員についての報告がなされました。
　　不法投棄回収啓発活動に関しては、役員会に先んじて、当支部長、不法投棄対策委員会
委員長、事務局長の３名で、管轄である塩釜保健所に訪問し、管内の自治体の不法投棄物
の情報提供を依頼したところ、黒川郡大和町および大衡村での報告があったため対応する
ことといたしました。不法投棄物についての情報を確認したところ、支部の全会員に参加
を募って執り行うほどの規模ではなかったため、上記役員会および不法投棄対策委員会で
あらためて開催方法を検討し、令和３年11月25日（木）、黒川地域の支部会員４社６名と多
賀城地域１社３名の参加にて、令和３年度不法投棄物撤去回収処理事業を行いました。
　　近年支部管内の不法投棄物の報告は少なくなってはいますが、コロナ禍による経済事情
等の影響もあり、不法投棄の件数は増える見込みもあるとのことから、引き続き管轄の塩
釜保健所、管内自治体との情報共有を密に行い、支部として可能な限り対応して参りたい
と考えております。

支部だより
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県北支部
　令和３年度　県北支部研修会開催
　開催日：令和３年11月19日（金）15時より
　会　場：大崎市古川　グランド平成
　　安全教育センター　所長　佐々木登　様を講師に招いて、「改正　石綿省令の理解と現
場での健康障害防止対策」という内容で講演をしていただきました。
　　参加者28名が受講し、石綿省令の改正点及び石綿の健康障害について学び石綿の恐ろし
さを認識しました。
　　令和４年度からは解体工事に関わる届出が義務化され石綿の取り扱いについても今まで
以上に厳しく管理されます。
　　研修で習得した知識を活用し個人のスキルを高めるとともに、プロ意識を持って今後の
業務に取り組んでいきたいと思います。

石巻支部
◎『第２回理事会』の開催
　　令和３年11月12日（金）18時より、石巻市泉町の「景松庵」にて開催しました。
　　　議題　１）令和３年度事業実施状況等について
　　　　　　２）新規会員入会の承認について

　　上記議題のほか、昨年度からコロナ禍のため開催を見合わせている「廃棄物不法投棄防
止啓発パトロール、撤去作業の実施」について、次年度からの再開が検討されました。
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仙台支部
　【令和３年10月21日（木）開催】
　　支部活動事業と環境美化運動を目的とした、不法投棄防止パトロール並びに不法投棄物
回収活動「クリーン作戦」を実施いたしました。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から「３密」を回避するため、開会式を行わず、さらに参加者を午前、午後の二班に分
けて感染対策を施した上で開催しました。実施場所は昨年同様「せんだい農業園芸セン
ター東側大沼」。当日は強風の中、60社114名（午前の部37社70名、午後の部23社44名）に
ご参加いただき、不法投棄物の回収を行いました。大沼外周や大沼内部からペットボトル
や缶、ビニールなど、ゴミ袋約140袋430㎏を拾い集め、ホイル付きタイヤも３本撤去しま
した。
　　参加者からは、「外周道路から見ただけでは分からなかったが、大沼の中に立ち入ると
不法投棄されたゴミが予想以上に多く、不法投棄防止の啓発活動の重要性を改めて痛感し
た」との声が上がりました。
　　今後も支部活動を通じて、仙台市民への不法投棄防止の意識向上に繋げていければと思
います。



（31）

宮城県産業資源循環協会青年部会活動報告
第10回東北復興支援少年野球交流大会の開催
　令和３年11月６日（土）、今年で第10回目となる東北復興支援 少年野球交流大会を「ベル
サンピアみやぎ泉」にて開催しました。宮城県内の学童野球チームを午前の部と午後の部４
チームずつ招待し、計143名の選手にお集まりいただきました。今大会の優勝チームは午前
の部「六郷エコーズ（若林区）」、午後の部「中新田ベースボールクラブ（加美町）」でした。
　併催イベントの「環境活動コンテスト」では日頃チームで行っているエコ活動について、
模造紙にまとめてもらい、プレゼンしてもらいました。各チーム、エコに対しての意識が高
く審査も難航しましたが、厳正なる審査の結果、午前の部は「エコかるた」の作成というオ
リジナリティのある取り組みだった「愛子スポーツ少年団（青葉区）」、午後の部は発表模造
紙に古紙を利用し、過去の取り組み内容も踏まえた発表だった「色麻小あたごクラブ（色麻
町）」に優秀賞が贈られました。
　また、第10回を記念して新たに「ベースラン大会」も開催しました。選手だけでなく指導
者も参加し、リレー形式でホームを５周するタイムを競いました。午前の部、午後の部を通
し「六郷エコーズ（若林区）」が１位となり、特別記念賞が贈られました。
　本大会の開催にあたり、多くの会員企業から協賛金・協賛品を頂きました。厚く御礼申し
上げます。詳しい内容については、当協会ホームページをご覧ください。

青年部会だより

【試合結果】
順　位 チーム名 地　区

午
前
の
部

優 　 勝 六郷エコーズ 若林区
準 優 勝 古小タイガース 大崎市
第 三 位 山王小ファイターズ 多賀城市
第 四 位 愛子スポーツ少年団 青葉区

午
後
の
部

優 　 勝 中新田ベースボールクラブ 加美町
準 優 勝 色麻小あたごクラブ 色麻町
第 三 位 長命ヶ丘スカイヤーズ 泉区
第 四 位 多賀城レインボーズ 多賀城市
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第18回チャリティーゴルフコンペの開催
　10月22日（金）に「杜の都ゴルフ倶楽部」にてチャリティーゴルフコンペを開催しました。
当日は青年部会OBを含む14名が参加し、プレーを通じ交流を深めました。
　本コンペで集まった基金は、NPO法人宮城県患者・家族団体連絡協議会に寄付されます。

令和３年度青年部会研修会の開催
　会場への集合とWeb配信を併用したハイブリッド形式により、研修会を開催しました。今
回は青年部会だけでなく親会正会員にも案内を行い、会場35名、Web配信32名の計67名に
ご参加いただきました。
　　日　時　　令和３年12月20日（月）
　　場　所　　宮城県建設産業会館　１階大会議室
　　内　容　　「産業廃棄物業界における労働災害防止について」
　　　　　　　　　講師：宮城労働局　健康安全課
　　　　　　　　　　　　　労働衛生専門官　塩沼　貴裕　氏

　　　　　　　「安全衛生規程作成支援ツールの使用方法について」
　　　　　　　　　講師：宮城県産業資源循環協会青年部会
　　　　　　　　　　　　　副部会長　浅野　大輝　氏

　　　　　　　「太陽光パネル（廃PV処理）実証実験の概要説明と参加事業者の紹介」
　　　　　　　　　講師：東北大学大学院　環境科学研究科
　　　　　　　　　　　　　教授　白鳥　寿一　氏
　　　　　　　　　　　　仙台市環境局　廃棄物事業部　事業ごみ減量課
　　　　　　　　　　　　　課長　山田　健一　氏

青年部会員を募集しています！

１　入会資格　　（一社）宮城県産業資源循環協会の正会員及び賛助会員企業に所属する者
で、年齢が50歳以下の男女（１社から複数名可能）

２　会　　費　　１名につき　年額24,000円

塩沼　講師 白鳥　講師
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優

　令和３年７月１日から令和４年１月10日までの、入退会及び変更の届け出をお知らせします。

１　入会（令和３年９月１日入会）

　正会員

（令和３年12月１日入会）

会員情報

  【支部：県北支部】

（有）富士ケミカル　代表取締役　藤本　清孝
・〒987－0005　宮城県遠田郡美里町北浦字新大崎19－1
　Tel 0229－35－2150　　Fax 0229－35－2151
・宮城県許可　収集運搬　燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラ
　　　　　　　　　　　　紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず
　　　　　　　　　　　　金属くず・ガラス陶磁器・鉱さい・がれき類・石綿含有
　　　　　　　　　　　　産業廃棄物・水銀使用産業廃棄物・水銀含有ばいじん等　以上18種類
　　　　　　　特管収運　燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・感染性産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　廃石綿等・鉱さい・ばいじん　以上９種類
　　　　　　　中間処理　廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属くず・
　　　　　　　　　　　　ガラス陶磁器　以上７種類　破砕

・会社ＰＲ：
　　弊社は昭和63年に金属リサイクル業として創業しました。
　　現在は大崎地域の一般廃棄物処理業、宮城県及び隣県の産業廃棄物処理業を主軸とし営業し
ております。何卒、あたたかいご支援とご指導を宜しくお願い申し上げます。

  【支部：県南支部】

（株）タケエイ 東北支店　執行役員支店長　上村 嘉勝
・〒989－2424　宮城県岩沼市早股字前川1－21
　Tel 0223－23－1875　　Fax 0223－23－1876
・宮城県許可　収集運搬　燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラ
　　　　　　　　　　　　紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず
　　　　　　　　　　　　金属くず・ガラス陶磁器・鉱さい・がれき類・ばいじん
　　　　　　　　　　　　石綿含有産業廃棄物・水銀使用産業廃棄物　以上18種類
　　　　　　　特管収運　廃石綿等　以上１種類

・会社ＰＲ：
　　株式会社タケエイは1977年に創業以来50年近くにわたって、建設系産業廃棄物の処理・リサ
イクルに携わってきました。

　　現在は再生可能エネルギーなどにも事業領域を拡充し、「総合環境企業」として資源循環型
社会への貢献を目指しております。
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（株）藤田興業　代表取締役　藤田　和俊
・〒981－1201　宮城県名取市下増田字広浦35－108
　Tel 022－281－8487　　Fax 022－281－8488
・宮城県許可　収集運搬　廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・金属くず
　　　　　　　　　　　　ガラス陶磁器・がれき類・石綿含有産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　水銀使用産業廃棄物　以上９種類
　　　　　　　特管収運　燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・感染性産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　廃石綿等・鉱さい・ばいじん　以上９種類
　　　　　　　中間処理　ガラス陶磁器・がれき類　以上２種類　破砕

・会社ＰＲ：
　　弊社は、2013年3月に設立し、創業当時は、解体工事専門業者として営業して参りましたが、
循環型社会を推進し廃棄物の発生抑制及びリサイクルに努めるために、2020年名取市下増田に、
産業廃棄物処理リサイクル施設をオープン致しました。弊社は、『全社員一体となり、品質と
技術の向上に努め永続的な発展をはかり、社員の人間成長を増進し続ける。また環境に於いて
は「人と自然に優しい環境づくり」を掲げ取り組み、地域社会に貢献し、信頼される企業を目
指す。』を理念に、多様化及び高度化するお客様のニーズにお応えできるよう日々業務に励ん
でおります。

　　これからもより一層のご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

洞口商事（株）　代表取締役　洞口　智寛
・〒981－1216　宮城県名取市大曲字中小路３
　Tel 022－385－2932　　Fax 022－385－2952
・宮城県許可　収集運搬　燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラ
　　　　　　　　　　　　紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ
　　　　　　　　　　　　動物系固形不要物・ゴムくず・金属くず・ガラス陶磁器
　　　　　　　　　　　　鉱さい・がれき類・家畜ふん尿・ばいじん・石綿含有産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　水銀使用産業廃棄物・水銀含有ばいじん等　以上21種類
　　　　　　　特管収運　燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・感染性産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　廃PCB等・PCB汚染物・PCB処理物・廃水銀等・廃石綿等・鉱さい
　　　　　　　　　　　　ばいじん　以上13種類

・会社ＰＲ：
　　弊社は建造物解体工事を主に建設業を営んでおります。私たちはこの建造物解体業という社
業を行うにあたり、従来のような『ただ建物を壊せばいい』と言う誰にでも出来てしまう工事
は行いません。長年培ってきた『技術』と、弊社がこだわりを持って行う『業務の徹底』を社
員一同が意識し、洞口商事の高い『質』をご提供致します。
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  【支部：塩黒支部】

（有）宮城リサイクルセンター　代表取締役　宮本　柾史
・〒985－0016　宮城県塩釜市港町1丁目７－１
　Tel 022－363－9987　　Fax 022－366－3473
・宮城県許可　収集運搬　廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・金属くず
　　　　　　　　　　　　ガラス陶磁器・がれき類・石綿含有産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　水銀使用産業廃棄物　以上９種類

・会社ＰＲ：

　　　　　　　　限りある資源を大切にし地域社会に貢献する会社

  【支部：石巻支部】

（有）東邦アクアウエスト　代表取締役　阿部　浩也
・〒986－0881　宮城県石巻市明神南17－1
　Tel 0225－96－4488　　Fax 0225－96－5806
・宮城県許可　収集運搬　燃え殻・汚泥・廃油・廃プラ・紙くず・木くず
　　　　　　　　　　　　繊維くず・動植物性残さ・金属くず・ガラス陶磁器
　　　　　　　　　　　　鉱さい・がれき類・家畜ふん尿・石綿含有産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上14種類
　　　　　　　中間処理　汚泥・廃油　以上２種類　脱水、造粒固化、造粒固化（移動式）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乾燥（天日）

・会社ＰＲ：
　　入会させていただき活動の中で企業としての成長及び皆様との協力関係の構築に努めてまい
ります。

　　また、弊社は収集運搬、汚泥・廃油処理の多様なニーズに『技術力』『対応力』で応えます。
宜しくお願い致します。
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　賛助会員

２　退会

３　支部別会員数

４　会員届出の変更

  【支部：仙台支部】

トライシクル（株）　代表取締役　福田　隆
・〒140－0013　東京都品川区南大井6－17－17　Ubiz大森４階
　Tel 03－6410－8780　　Fax 03－5767－8870
○産廃電子契約サービス

・会社ＰＲ：
　　廃棄物処理委託契約の電子化サービス『エコドラフト with クラウドサイン』は、契約書作
成から締結までを電子化することで、作業効率化とともにコスト削減を実現。全産連標準様式
にも準拠した契約書ひな型も実装し、セキュリティにも万全。安心してお使いいただけるサー
ビスです。

R4． 1. 1現在
区　分 県　南 塩　黒 県　北 石　巻 仙　台 合　計

正 会 員 42 36 50 47 103 278

賛 助 会 員 1 1 3 5

合　計 43 36 50 48 106 283

支　部 事　業　所　名 退会年月日 備　　　　考

塩 黒 ㈱ホツマプラント R 3. 9.10 任意退会

塩 黒 ㈱鈴正工務店 R 3.10.15 資格喪失

支部 会　社　名 変更事項 変更内容 変更年月日

塩黒 ㈱相沢組 代表者変更 旧　伊藤　勝三
新　相澤　健次 R3.10.21

仙台 オデッサ・テクノス㈱ 代表者変更 旧　杓子　仁美
新　高崎　三晴 R3. 6.30
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届 出 事 項 変 更 届 
 

令和  年  月  日 
 

(一社)宮城県産業資源循環協会 
会 長 鈴 木  昇 殿 

 
〒 
住 所 
会 社 名 
代表者名 
電 話 
Ｆ Ａ Ｘ 

 
下記の事項に変更がありましたのでお届けします。（該当項目の番号を○で囲む。） 
 

１．組織変更  ２．社名変更 (フリガナも記入) 
３．代表者変更 （フリガナ・生年月日も記入） 
４．住所変更  ５．事業区分・種類の変更  ６．電話・ＦＡＸの変更 

 
 
１ 変更年月日    令和   年   月   日 
 
 
２ 変更前（旧） 
 
 
 
３ 変更後（新） 
 
 
 
・上記内容の変更があった場合は，速やかに協会事務局へご提出をお願いします。 
・変更完了後，行政庁の許可証写し（Ａ４版）を提出して下さい。 
 

㊞
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事務局だより
　明けましておめでとうございます。本協会の事業運営につきまして、会員の皆様には、日
頃より温かい御指導・御協力を賜り、心から厚くお礼申し上げます。
　昨年は、日本でオリンピックが開催され、宮城県内においても競技が行われましたが、一
昨年に引続きコロナ禍の１年で、また新たな変異株の国内感染者が見つかるなど、感染が拡
大し予断を許さない状況にあります。
　感染症拡大防止等の観点から、各種会議、研修会や講習会などは、集合開催が難しく、
Web開催やハイブリッド方式開催が多くなり、移動時間や経費の節約等に効果はあるものの、
コ（飲）ミュニケーション不足などにより業務への影響が懸念されるところです。
　今年は、コロナ禍が収束して以前のような状況になり、安全で安心な日常生活を取り戻し、
より一層業務等が円滑に遂行できるようにしたいものです。
　寒さが厳しくなる時節ではありますが、会員の皆様方には、感染症対策を十分講じていた
だき、良い１年でありますよう心より祈念申し上げます。	 （Ｋ・Ｋ）

役職名 氏　　名 事業所名

委員長 武 田 洋 一 （株）オイルプラントナトリ

副委員長 伊 藤 正 則 黒川衛生（協業）

委 員 清 野　 卓 （有）きよの清掃センター

委 員 鶴 岡 昭 雄 （株）アーバンプラント

委 員 八 島 幸 夫 東北環境整備（株）

委 員 齋 藤 知 則 県南支部事務局
（株）オイルプラントナトリ

委 員 浅 野 大 輝 青年部会
旭興業（株）

産廃みやぎ　第53号
発　行　令和４年１月
発行所　（一社）宮城県産業資源循環協会
　　　　〒980-0801
　　　　仙台市青葉区木町通１－４－15
　　　　仙台市交通局本局庁舎４階
ＴＥＬ　022－290－3810
ＦＡＸ　022－290－0381
ＵＲＬ　http://www.miyagisanpai.or.jp
 E-mail　 info@miyagisanpai.or.jp
印　刷　（有）サトー孔版印刷



 

 

    

 

 
産業廃棄物処理業者 

      ～汚泥の中間処理（脱水）専門！！～ 

 

株式会社アーバンプラント 
    所在地 〒９８６－００２２   

石巻市魚町一丁目２－９ 

    ＴＥＬ  ０２２５－９３－３５１２ 

ＦＡＸ  ０２２５－９8－３５31 

 

宮城県 　　0461013675号 当社では、主に廃タイヤを

　　（中間処理ー破砕） 中間処理しております。

産業廃棄物処分業許可

廃タイヤ、廃クローラなどの処分はお任せ下さい。

有限会社よろづや
宮城県角田市笠島字雁坊１２番地１６
電話番号０２２４－６５－２６９６
ＦＡＸ番号０２２４－６５－２６９８



水銀廃棄物の
適正処理を承ります
廃棄物処理業者の皆様より、⽔銀廃
棄物を承り適正処理を⾏います。
お取引先から排出された⽔銀廃棄物
の処分に是⾮ご活⽤下さい。

水 俣 条 約 が 発 効 と な り ま し た

ランプ類

血圧計・体温計・温度計

機器・部品
⽔銀廃棄物の許可のある⾃社の積替保管施
設を使⽤し、野村興産（株）イトムカ鉱業
所へ収集運搬を⾏い処理・処分を⾏います。

株式会社万⼒は、野村興産（株）リサ
イクルネットワークの幹事会社です。

⽔銀廃棄物でお困りの⽅がいらっしゃいましたら是⾮弊社をご紹介ください。
水銀汚染物代表取締役 渡部⾼⼤

⽔銀廃棄物の例

バッテリー

金属水銀・薬品類

農薬・医薬品

株式会社 万⼒（バンリキ）
代表取締役 渡部⾼⼤

本社︓埼⽟県上尾市⼤字⼩敷⾕711-6
仙台⽀店（積替保管施設）︓宮城県仙台市宮城野区港4-12-9
電話 022-786-6026 FAX 022-786-6027
http://www.banriki.com または、「万⼒ ⽔銀」で検索

30年以上
水銀廃棄物を取
扱っています

自然環境に負荷をかけないことが、
「人類」と「自然」の共生へとつながる。

〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央3-2-1 青葉通プラザ10F
TEL 022-223-6011（代） 　FAX 022-223-6098

本　　社

〒989-3212 宮城県仙台市青葉区芋沢字青野木 109-1
TEL 022-302-5171 　FAX 022-302-5172

最終処分場
（管理型）

W200×H143

http://japanclean.com/

〒374-0042 群馬県館林市近藤町712-1（館林近藤工業団地）
TEL 0276-74-3701 　FAX 0276-74-3745

中間処理施設



伊豆沼（登米市） （宮城県経済商工観光部観光課 提供）

第10回東北復興支援　少年野球交流大会

参加チームの環境活動コンテスト

午前の部優秀賞 午後の部優秀賞


